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は  し が  き

大東市北新町地内に位置する府営大東北新町 (第 2期)住宅建て替えに伴う発掘調査は、

前回と同様に、府文化財保護課、本市文化財保護委員会、帝塚山短期大学考古学研究室の

協力を得て北新町遺跡調査会を設立し、昭和62年 9月 より3年間を費やして施行されまし

た。

四条畷駅前の繁華衡にあり、多くの人々に注目されて始まった今回の発掘調査は、特に

古墳時代前期 。中期の掘立て柱群や、古墳時代の井戸の土留め柵に転用されていた木製戸

口装置などが出土 しています。

戸口装置については、古墳時代に使用されていることからみてそれ以前の可能性も考え

られ、今後の調査が期待されます。

又、同じく古墳時代の石室などに使用されている石材片が出土 しており、それらの産地か

ら四国の徳島県や香川県にしか産出しない紅簾石片岩や、淡路島産の白石など十数点の石

材と、それらを運搬 したと思われる丸木舟片出土など、内陸部との関連を探るうえで多く

の成果を得ることが出来ました。

今回の調査によって北新町遺跡は、古代から中世にまたがる複合遺跡であることを再確

認することができました。

最後に、今回の発掘調査に直接間接を問わず係 られた多くの人々に感謝の意を表 します。

平成 2年 7月 31日

北新町遺跡調査会

委員長 中 野 昭 明



例

1.本書は、大阪府建築部住宅建設課が計画している、府営大東北新町住宅建て替え第 2

期建築工事に伴って発掘調査を実施 した北新町遺跡の概要報告書である。

2.本調査は、大阪府建築部住宅建設課の委託を受けて、府住宅建設課、府文化財保護課、

大東市教育委員会の三者において、前回と同様北新町遺跡調査会を昭和62年 9月 10日 に

設立し、10月 末から着手、建築予定地約3600ぽ を発掘調査 し、昭和63年 5月 まで実施、

以後整理作業を続ける。

昭和63年 6月 より水路整備に伴い約700ぽを発掘調査昭和63年11月 まで実施、以後整理

作業を続ける。

平成元年 3月 より貯留槽300ぽ、平成元年 4月 より建物の地下埋設管約1200ぽの発掘調

査を12月 まで実施、以後整理作業を続け平成 2年 7月 末調査会を解散 した。

3.調査深度は、現GLよ リー0.500mか ら-2.200mま でを対象として計画した。

4.本調査に要 した費用は、大阪府建築部が負担した。

5.本調査は、北新町遺跡調査会が実施 した。

6.作業分担は、工事請負 大阪府建築部、発掘調査 大阪府教育委員会、事務処理 大

東市教育委員会、調査指導部長 田代克己
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1.遺構はアルファベントと数字のくみあわせで表記した。

SD・ ……・……Ⅲ……Ⅲ薄         .sA… …………………,繊

SE・……れ………
、…Ⅲ井戸         SB… …………………建物

Sk一…… …ヽ……Ⅲ上拡         sF― ………… …̈…‐焼上拡 炉

SI…�………………上器集積       SJ… …………………堰 矢板 抗列

SM………`…………Ⅲ水田 畑      S Ni・………………….畦

sn………………Ⅲ……河,||

アルファベットは遺構を 数字は遺構の番号を表す

2、 遺物番号は土器―●木器を―一連のものと.し、実抑図と写真番号は一致させている。
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図版17 H区遺構    第 4遺構面下層 SR-06

図版18 1区遺構    第 1遺構面上層 西側 全景

図版19 1区遺構    第 1遺構面上層 SK-06 SK-11



図版20 1区遺構

図版21 1区遺構

図版22 1区遺構

図版23 1区遺構

図版24 1区遺構

図版25 1区遺構

図版26 1区遺構

図版27 1区遺構

図版28 1区遺構
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図版32 G区出土遺物

図版33 G区出土遺物

図版34 G区出土遺物

図版35 G区出土遺物

図版36 H区出土遺物

図版37 H区出土遺物

図版38 H区出土遺物

図版39 H区出土遺物

図版40 H区出土遺物

図版41 H区 出土遺物

図版42 H区 出土遺物

図版43 H区 出土遺物

図版44 H区 出土遺物

図版45 H区 出土遺物

図版46 H区出土遺物

図版47 H区 出土遺物

図版48 1区 出土遺物

図版49 1区 出土遺物

第 1遺構面上層

第 1遺構面上層

第 1遺構面上層

第 1遺構面上層

第 1遺構面上層

第 1遺構面 東側

第 1遺構面

第 1遺構面

第 4遺構面

第 4遺構面

SE-01

SE-01

SE-01

SE-01

SF-01

西側

SE-02

SE-02

SR-08

SR-08

SE-10



図版50 1区出土遺物

図版51 1区出土遺物

図版52 1区出土遺物

図版53 1区出土遺物

図版54 1区出土遺物

図版55 1区出土遺物

図版56 1区出土遺物

図版57 1区出土遺物

図版58 1区出土遺物

図版59 1区出土遺物

図版60 1区出土遺物

図版61 1区出土遺物

図版62 1区出上遺物

図版63 1区出土遺物

図版64 」区出土遺物

図版65 」区出土遺物

図版66 H区出土木製品

図版67 1区出土木製品

図版68 1区出土木製品

図版69 H― S区出土木製品

図版70 H一 S区出土木製品



第 1章

調査に至る経過

JR学研都市線 (片町線)の

四条畷駅の西側に、敷地面積約

42,000ぽの府営大東北新町住宅

がある。大阪市内への通勤圏と

しては、非常に交通の便が良い

地域であり、戦後の住宅難解消

の一端を担うべく建設された公

営住宅である。その地域が、戦

後40年を経て、再び大都市圏の

人口増加に伴う新たな住宅難を

解消すべく、再開発のもとに、

古い木造住宅を取り壊 し、五階

建ての中層住宅に建て替ること

になった。大阪府教育委員会で

は、この建て替え工事に先立ち、

昭和60年 7月 に、試掘調査を実

施 し、府営住宅を中心に拡がる

遺跡を発見した。

これにより、この遺跡を北新町 第 1図 大東市位置図

遺跡として新規に登録し、大阪府建築部に対し、事前に発掘調査をするように申し入れた。

建築部は、申し入れを了承 し、大東市教育委員会を含めた三者で、具体的調査方法の協

議を重ね、北新町遺跡調査会を設立 して調査を委託 し、帝塚山短期大学田代克己教授に、

調査部長を依頼 して行うことになった。

調査会は、昭和60年■月に大東市教育委員会社会教育課内に事務局を置いて設立され、

12月 から第一期工事分として、住宅北側の敷地約12,000ぱ の調査を第 I期発掘調査として

開始 し、翌昭和61年 5月 に外業調査を終え、同年10月 に内業調査を終了して、調査会を解

散 した。

η    へη

念
　
＼‐�

＼
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今回の第H期発掘調査は、この第 I期発掘調査に継続するもので、前回の第一期工事区

に南接する敷地約12,000ぽ を対象とする。調査の実施にあたっては、前回と同様に、大阪

府建築部、大阪府教育委員会、大東市教育委員会の三者で協議を重ね、今期も、調査会を

設立 して調査を委託 し、調査部長を田代教授に依頼 して行なうことになった。昭和62年 9

月に大東市立歴史民俗資料館に事務局を置く、北新町遺跡調査会を設立 した。同年から、

翌63年 5月 に建て替え部分、昭和63年 6月 から11月 に水路付替工事部分の外業調査を実施

し、遺物整理等の内業調査を平成元年 7月 に終了した。

却
|

第 2図 府営大東北新町住宅付近見取図
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調査区の設定

第 H期発掘調査

の対象となる府営

住宅の致地は、ほ

ぼ国土座標のメッ

シュに合致する四

角形であり、測量

等の基準も、国土

座標第Ⅳ糸をその

まま使用するδ

また、地区割 りに

ついても、国土座

標の10m単位メッ

シュがそのまま利

用できるため、新

たなものは設定せ

ず、各調査区を図

に示す通 り第 I期

発掘調査のA～ F

区に続 く、G～ 」

区の大割 りの名称

だけを設定 した。

それぞれの調査区

は、建物部分と、

工事により付近の

遺構・ 遺物等が受

ける影響を考慮 し 第 3図 調査区配置図

て、外周に幅 lmを加えた計約3,700ぽの範囲とした。全ての調査区を同時に着手するこ

とは、排出する上の問題で困難なため、まず、G・ I区を、続いてH区、最後に」区とい

う順で外業調査を実施 した。

割

■li!
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基本層序と土層

各調査区の土層堆積状況は微妙に異なリー様ではないため、土層の堆積時期を基準とし

た層序を設定 し、各調査区で数十から百に及ぶ堆積層の所属を示すことで層位別発掘調査

の報告を容易にする。従ってこの基本層序は、各遺構面と密接に関係 したものである。

また、遺構の埋土は各遺構面で独立させ、府営住宅建設時のものと思われる整地層は、

盛土としてそれぞれこの基本層序からは除外 して説明する。

基本層序 I層 (基 I層 )

府営住宅が建設される以前は、田畑と散在的に家屋が認められる環境であった。こうし

た耕作を伴う灰黒色土を中心に形成された堆積であり、調査区のほぼ全域で認められる。

時期的には上層遺構としている遺構面上の堆積で、近世～近代頃のものと考えられる。

現  地  表

盛  土

主要検出遵騰

一
日 耕 作 面

―
上 層 遺 構

一
勅 ア1

―
第 5 遺 構 面

―
  (小 河川り

第 4図 東西土層断面模式図

時期区分 (世紀)

一
近世後半～近代第 I層

第 Ⅱ層

第皿層

第lV層

第 V層

第Ⅵ層

__奎
指

追
ぜ 辟

__罪
岳辛至儀

建物 炉・溝 __中 世前半

―一一第 1逸 構 面
一

響蔦 瑠
・溝 井戸_中 世初頭～中世前半

―――第 2遺 構 面一―一
場 ?繕下算警留生議

穴式建___古 墳時代中期～後期

―――第 3逸 構 面―一―畦獨半 溝 (小河サIけ   
―

古墳時代前期～後期

――一第 4追 構 面――一 溝 土拡 (小河,II)  
一

古墳時代前鶏 (布留)

_古墳時
弊

にD
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基本層序 H層 (基 H層 )

堆積環境は基 I層 とほぼ同じで調査区全域で認められ、耕作に伴う堆積であるが、ベー

スとなるのはシル トであり、これに褐色土が混ざって認められる。堆積の単位は全て数セ

ンチメー トルから薄い部分で数 ミリメー トルで、ラミナー状を呈する地点も認められた。

さらに、間で数層の洪水によると思われる砂の堆積も認められた。概観すると以上であり、

洪水に見舞われながらも連綿と生産活動が行われていたことを示す。第一遺構面上層遺構

高位の堆積で、時期的には中世後半から近世前半 ぐらいと考えられる。

基本層序皿層 (基 m層 )

この一連の堆積は、基 I・ H層 とは異なり地点によってかなりその様相が違う。G区で

は調査区西側でわずかに認められる程度で明確ではない。H区も西側半分で認められるが

続く基Ⅳ層との識別が難しい。 I区西側半分がもっとも明瞭であるが、東側では基Ⅳ層と

の識別が難 しい。」区では、南側など明瞭で北側にゆくに従い基Ⅳ層との区別が難 しくな

る。

各調査区内でこの様にその拡がりは一様でなく、微地形的に高い地点では不明瞭で、低

い地点ほど明瞭であるといえる。これは、後世の削平等によるものだけでなく、この推積

層が第一遺構面上層遺構、第一遺構面形成時の人口的に形成された大きく二時期の整地に

よる部分が多いことにつながると考えられる。また、遺物を多量に包合 している地域があ

ることも指摘できる。時期的には第二遺構面より高位の堆積であり、古代～中世前半頃が

考えられるが、奈良時代～平安時代前半の遺構・遺物がほとんど認められないことからこ

の時期は欠落 していると考えている。

基本層序Ⅳ層 (基 Ⅳ層)

基m層と同様調査区全域で一様に明瞭な堆積ではなく、その拡がりはほぼ基Ⅲ層と重な

る。G区ではわずかに断面観察により観察 した程度であり、H・ I区では調査区西半分で

認められたが、やはり基m層との区別が難 しく、共に第一遺構面と第二遺構面を分離 して

検出できない状況であり、基皿層形成時に整地する段階で削平を受けていると観察される。

時期としては、第三遺構面より上位の堆積で、古墳時代中期～後期と考えられる。

基本層序 V層 (基 V層 )

第三遺構面のベースである粘土層が主体を成す。 I区東側などでは粘土層があまり形成

されずに砂混 じり上層の部分も認められる。推積環境は浅い水底であることが推察され、

遺物はあまり包合されておらず、小片が散見される程度である。時期としては、第四遺構

-5-



面より上位の堆積であり、古墳時代前期後半～中期と考えられる。

基本層序Ⅵ層 (基Ⅵ層)

シル ト及び砂を主体とする堆積で、調査区全域に数十センチメー トルの厚さでかなり明

確に認められる。黒色～灰色を呈する粘上をベースとする第五遺構面より上位であり、そ

の識別は最も容易であるが、その時期を決定する資料に乏 しく、現段階ではG区で出上 し

た石包丁を上限とし、弥生時代中期～古墳時代前期にあたると推定 しているに留まる。

基本層序Ⅶ層 (基Ⅶ層)

第五遺構面のベースである粘土層を含む下位の堆積で、この粘土層より下は、砂、シル

トの相互の連続ではぼ水平に近い堆積状況を呈 しており、 “河内湖"か “河内潟"の時期

の低水深での堆積と推察しており、考古学で言う “地山"と考えられる。
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第 2章
調査の成果
G区の遺構

X=-141K093

1 灰茶色砂質上層

2 茶灰色砂質上層

第 5図 G区 上層遺構 SK-01 平面図及び土層断面図

X=-141K085

Y― -32K940

2 橙灰色砂質上層
3 淡青灰色砂質土層

(や や粘質)

4 灰褐色砂質土層

W

第 6図 G区 上層遺構 SK-02 平面図及び土層断面図

一　
Ｌ
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０
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剖
＝
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Ｉ
Ｘ

ｗ
８

Ｍ
８

１

＝
＞

帯
Ｓ

Ｙ
秘

イ

＝

＞

ま早
弟
◇
砲

Ｑ一

υ

9                1  ュm

第 7図 G区  第 3遺構面 SI-01
出土状況図

ｌ

ｏ

鬱鰤 x=¬鯉
SI-02

第 8図  G区 第 3遺構面 SI-02
出土状況図
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l.床色粘質土層

2 灰色砂混り権質土層

8 繊効

4 灰 r」 色薩
―

第9図
 阜岳―図疫ふ重層屏告属

SR-02
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第13図 G区 第 2.4遺構面 .SD-16 平面図
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第14図 G区  1第 5遺構面 SR-09 平面図
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なP:還二30aそとま与:岳F

1 灰色粘土層

2 明灰色 シル ト層

3 灰色粘質土層

灰色粘土層

灰色粘質土層

1 灰 trJ色粘質土層

2 灰色 シル ト層

SA-02

G、 G一S区 第 2、 4道構面

(SP-303～ 306、 335～ 339)

1 暗tb色 粘質土層

SP-338

1 灰樹色砂質土層

2 暗灰色砂質土層

3 暗灰棚色砂質土層

第15図  G区
ビッ

1 灰色粘土層

2 灰色粘質土層

SP-792

1 灰鶴色粘質土層

2 灰色 シル ト層

灰鶴色 Fll質 土層

灰茶褐色粘質土層

灰tXl色 砂質土層

灰色砂層

暗灰色砂質土層

暗灰褐色砂質土層

G― S区第 2.
卜土層断面図

0                         2m

4遺構面 SA-01,SA-02

SA-01 SP-294 SP-295

1 灰色粘土層

2 灰色粘質土層

1 灰褐色粘質土層

2 暗灰褐色粘質土層

灰栂色砂質土層

1部天棚色粘質土層

SP-336

SP-296

1 灰色粘土層

2 灰色粘質土層

SP-300

1 灰褐色粘質土層

2 暗灰褐色粘質土層

1 灰棚色砂質土層

2 暗灰褐色粘質土層

SP-337SP-335

1 灰 tBj色 砂質土層

2 灰色砂質土層

S               N    S、

ミ
ミ冬てて〔ててtttミ

ミ
ヽ

N

1 灰色砂質土層

2 灰棚色砂質土層

灰棚色砂質土層

灰色砂質土層

SP-301

SP-303

SP-306

SP-339
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SB-08

G区  第 2、 4遺構面

(SP-261ヽ ヤ276)

灰色砂質土将
,キ灰色 F1/N質 土層
灰樹色t1/N質 J:婿

SP-266

3 ,十 灰色砂質土層 (近 世の杭、

4 暗灰色砂質土層

SP-269

1 灰色砂層

2 灰 f4J色 砂質土層

3 灰色 シル ト層

4 陪灰褐色砂層 と粘上の混合眉

SP-272

1 明灰茶色粘土層

2 1青 灰色砂質土層

3 明灰色粘土層

4 灰色砂質土層 (下層は時灰色砂質土 )

SP-275

3 暗灰偶色 ンルトltl

4 ‖キ灰偶色シルト層 (ラ ミナーになっている)

5 灰rkJ色 砂質土層 (柱痕 )

第16図 G区  第 2

灰鶴色粘質土層

灰色粘質土層

暗灰色粘質土届

SP-264

灰色砂質上層

(暗周色粘質上 をブロ ノクで含む)

灰色砂質上層
‖を灰色砂質土層

SP-267

3 1常 灰色砂質土層 (洋占十っぱい)

4 灰色砂質上層

5 灰茶色砂質土層

SP-270

SP-273

'き

褐色砂質土層

暗灰褐色砂質土層

暗灰色砂質土属

灰色 シル ト層

SP-276

原色 ン
'レ

ト層

灰色砂質土層

灰tA色 砂質土層 (シ ル トっぱい)

暗掲色砂質土婚
|=灰色砂質土層

SP-268

権灰色砂質土届

I登 灰色 ンル ト層

H七妖色砂質土層

灰色 シル ト層

SP-271

1 妖thJ色 砂質土懸
2 ‖と灰偶色砂質土層
3 灰鶴色秒質土層
4 J帝 灰色砂質土層

SP-274

灰lkJ色 砂質土層 (ピ ノト?)
1=灰個色砂質土層
灰鶴色砂質土層
灰色砂質土層

1 'キ 灰tkJ色 砂質土層
2 灰tkJ色 砂質土層   o                       2m

4遺構面 SB-08 ピッ ト土層断面図

-15-

SP-261 SP-262

SP-263 SP-265

1 原th色 粘質上
2 暗thJ色 粘質土層

1 灰tlJ色 砂質土層(柵 ビノト?)
2 11B灰 色粘上層 (鉄 分 を多く含む)



SB-09

G区  第 2、 4遺構面

(SP-277～ 292)

SP-277

灰色 シル ト層

灰茶色砂質土層

SP-280

ユ 暗褐色砂質土層

2 嗜灰色砂質土層

3 明灰色 シル ト層

SP-283

2 灰色 シル ト層

3 灰色砂質土層

SP-286

1 灰褐色砂質上層

2 暗褐色砂質土層

2 灰褐色砂質土層 (灰色粘土がブロ ノクで含

3 H音 灰色粘質土層

4 灰色砂質土層 (柱痕 )

5 暗灰褐色粘質土層 と砂質土層

1 暗灰偶色砂質土層

l

2

郵 3崩

1 灰黄褐色砂質土層

2 暗灰色砂質土層

3 灰色砂質土層

SP-282

2 明灰色 シル ト層

3 明灰色砂質土層

SP-285

灰拙色砂質土層

灰色 シル ト層

SP-288

1 灰茶色砂質土層
2 灰茶色砂質上層

(灰 色粘上がブロ ノクで含まれる)

3 灰掲色砂質土層 (柱痕 )

4 暗灰色粘質上層

SP-291

1 灰色砂質土層 (上層に鉄分が沈着 )

2 灰色 ンル ト層

SP-278

1 灰色 シル ト層

2 灰褐色砂質上層

SP-281

2 灰色粘土層

3 灰茶色砂層

4 灰茶砂質土層

SP-284

1 灰色 シル ト層

2 灰 IF」色砂質土層

SP-287

1 1音 灰掲色砂質土層

2 暗灰色砂質土層

3 暗灰色枯砂層

SP-290

1 明灰茶色砂質土層

2 明灰色 シル ト層

3 灰色砂質土層

まれる,

第 2.4遺構面

o                           2m

SB-09 ピッ ト土層断面図

SP-279

SP-289

1 灰茶色砂質土

SP-292

第17図  G区

-16-



SB-11

G区  第 2、 4違構面

(SP 311～ 322)

SP-314

1 灰掘色砂質土層

2 暗褐色砂質土層

1 暗灰掲色砂質土層

2 暗灰色砂質土層

3 暗灰色砂質土層

SP-322

ユ 灰掲色砂質土層

2 暗掲色砂質土層

SB-12

G、 G― N区  第 2、 4遺構面

(SP 323～ 329、 807、 808)

1 灰縄色砂質土層

2 灰色砂質土層

SB-13

G、 G― N区  第 2、 4遺構面

(SP 307～ 310、 816、 817)

SP-311 SP-313

1 暗灰色砂質土層

2 粗砂

SP-317

1 灰褐色砂質土層

2 暗褐色砂質土層

SP-321

1 灰色砂質土層

2 暗灰褐色砂質土層

l 灰色 シル ト層

SP-329

1 灰色粘質上層

2 灰色 シル ト層

1 灰掘色砂質土層

2 暗褐色砂質土層

SP-315

1 灰色 シル ト層

2 灰褐色砂質土層

3 黄褐色砂質土層

SP-319

ユ 灰色 シル ト層

2 灰拐色粘質土層

綾

1 灰褐色砂質土層

2 暗褐色砂質土層

SP-327

1 黄棚色粘砂層

2 灰色砂質土層

SP-307

1 灰色砂質土層

2 灰褐色粘質上層

一N区第 2.4遺 構面

1 灰褐色砂質土層

2 暗褐色砂質土層

SP-316

1 灰褐色砂質土層

2 暗褐色砂質土層

SP-320

灰色 シル ト層

灰褐色粘質土層

灰色 シル ト層

灰褐色粘質土層

SP-328

0                        2m

SP-324

灰色粘質土層

原色 シル ト層

1

2

2 灰褐色砂質土層

SB-11.12.13 ビッ ト土層断面図

SP-312

SP-318

SP-325

SP-308

第18図  Gtt G

―- 17 -―
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X=-141Kl18

」

0                          2m

第22図  H一 N区 第 1.2遺構面 SE-34
平面図及び土層断面図

＼

Y=
-32K972

逹 =多
″

′

1 淡荼色

2 濃茶色

0■■4■■■ヽ |■‐it‐‐
'~・

i…‐ Ⅲ
    2m

第23図  H区 第 1遺構面 SK-34
平面図及び上層断面図

こ|

|

‖

L
Y― -32K94

|

|

SK-34

第25図  H区 第 1遺構面 SE-19

「
『
「
】
】
寸
ギ
ー

＝
・
Ｘ

私
本
軍ｄ

≪
饗
　
め

ｄ
≦
ビ
　
ヽ

の

　

ｄ
無
控

言

1 濃灰色

E  2 濃灰色

3 薄灰色

甘Ⅲ■11'■■.          ・.'-             2m

第24図  H区 第 1遺構面 SK-35
平面図及び土層断面図

平面図及び土層断面図

{孝
″3ど聾鼻

イ L

l 棚色

2 灰褐色

」

N

0 '‐
卒■●Ⅲ■■:■ :●■.  lm

第26図  H区 第 1遺構面 SK-36
平面図及び土層断面図
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第27図 SI-09～ 15 平面図
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伊名韻

SN-04

S121

彎く 。

か

ο①膠

0 30m

第28図  H区 第 3遺構面 SI-21 平面図
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H区 第5遺構面 SR-03 1平面図
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SB-14

H、 H一 N区

第 1違構面上層追構

(SP-350～ 363、 537、

538、 769～ 772)

SP-353

黄灰色砂質土層

灰褐色砂質土層

黄灰色砂質土層

灰 tkl色 砂質土層

黄灰色砂質土層

灰褐色砂質土層

SP-538

1 黄灰色砂質土層

2 灰褐色砂質上属

SP-772

SP-350

灰色粘質土層

(暗棚色粘質上 をブロ ンクで合む)

灰掘色砂質上層

灰色粘土層

(暗褐色粘質上 をブロ ックで合む)

灰褐色砂質土層

SP-358

黄灰色砂質土層

灰褐色砂質土層

黄灰色砂質土層

灰鵜色砂質土層

SP-351

ユ 黄灰色砂質土層

2 灰褐色砂質土層

SP-355

1 黄灰色砂質土層

2 灰 llJ色砂質土層

SP-359

SP-352

灰色粘質土層

(暗tFJ色 粘質上 をブロックで含む)

灰褐色砂質土層

SP-360

SP-356
N=民

ミ
ζ〔

gζ
§ミ

耳

ユ 灰色粘質土層

(暗褐色粘質上 をブロ ックで含む)

2 灰鶴色砂質土層

1 黄灰色砂質土層

2 灰棚色砂質土層

SP-363

黄灰色砂質上層

灰掘色砂質土層

SP-357
SⅧ N    W―

ミ

ミ
ミ《〔こt:冬

§

マ

~E

SP-769 SP-770

0                          2m

H tt H一 N区第 1遺構面上層遺構 SB-14 ピット土層断面図

灰色粘質土層

(1音褐色粘質土をブロノクで含む)

灰t13色 砂質土層

SP-537

1 黄灰色砂質土層

2 灰縄色砂質土層

SP-361 SP-362

SP-771

第30図

―- 26 -―



SB-15

H、 ■―N区 第 1遺構面上層遺構

(SP 364～ 375、 768、 795、 796)

SP-367

灰色砂質土層

灰縄色砂質土層

SP-371

灰色砂質上層

灰弼色砂質土層

SP-796

SA-03

H、 J― S、 H― N区

第 1遺構面上層

(SP 376～ 383)

SP-379

SP-383

SP-364

1 灰褐色砂混り砂質土層

2 Jを 灰偶色砂混 り砂質土層

SP-368

SP-366

1 灰色砂質土層

2 灰 ttl色 砂質土層

SP-370

灰色砂質土層

灰fhJ色 砂質土層

灰色砂質上層

灰tjl色 砂質土層

SP-369

灰色砂質上層

灰掲色砂質土層

SP-768

1 灰色砂質土層

2 灰thJ色 砂質土層

SP-372

1 灰色砂質土層

2 灰偶色砂質土層

SP-376 SP-377

SP-380

〕艦笹縁書星層IS晴 6～ 3831で

第31図  H tt H一 N tt 」―S区第 1遺構面上層遺構
SB-15 SA-03ピ ット土層断面図

SP-381

SP-378

―- 27 -一



I区の遺構

X=-141K166

X=-141(171

上
Ｔ
淋
Ｖ

【
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▼
斜

―
＝
弟

Л
牛
上
―

0                           1m

第32図  I区 第 1遺構面上層遺構
SK-07 平面図

X=-141K167

第33図  1区 第 1遺構面上層遺構
SK-11 平面図

(ャ  SF組
Lぶ

ホ
1 明灰 thJ色 砂質■層

5 11t灰 色格質■層 (炭 を合む)

'‐ .0キ !・         lm

第35図  I区  第 1遺構面上層遺構 SF-01
平面図及び上層断面図
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第34図  1区  第 1遺構面上層遺構
SK-06 平面図
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SB-02

SP-25

SP-02      sP_∝
     �

SP-12             SB~01
SP-06

」 磐  Ж  tt「&転 '

第36図  I区 第 1遺構面上層遺構 SB-04.o2.03.04 平面図
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第38図  1区 第 1遺構面上層遺構 SD-08,09.32.36 平面図
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2 黄褐色粘質土層 (炭 を含む)

3 仄褐色砂質土層 (炭 を合む)

4 暗灰偶色砂質土層

(炭 、暗茶色粘質土 を含む)

第41図  I区 第 1遺構面 SK-16
平面図及び土層断面図

|

X― -141K160

一　
Ｗ

1 暗偶色砂質土層
2 暗灰色粘質上層

E

0             1m

i区 第 1遺構面
平面図及び土層断面図

1早OC  が lm
第42図  1区 第 1遺構面 SE-02 平面図
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y=-32K960

灰 ttt色 粘質上層 (黄灰色粘上がブロ ックで合まれる)

灰色格貰土層 (黒灰色格上がプロ ックで含まれる)

明1/k色 砂層 と灰色粘賓土層 と黒色粘土層 が混在

明灰色砂層 と灰色粘質土層が層 をなして堆積

1

2

3

4

I区 第 1遺構面

L

灰欄色砂質土層       3 暗灰禍色粘質■層(灰掘色砂質

抵祈総岳望緩き]え
帷

佐ig:§を整:阜やζ

脱 痢

第44図  I区 第 1遺構面 SE-04
平面図及び土層断面図

k多が
61

1 灰鶴色砂混 り粘質土層

2 黄茶灰色粘質土層

3 淡灰褐色 シル ト層

暗灰褐色粘質土層

暗灰色粘土層

E

第45図  I区 第 1遣構面 SE-05
平面図及び上層断面図

ヽ

ゴ

図

Ｎ
勲
¶
＝
＞

３４第 SE-03 平面図及び土層断面図

爵

W
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I区 第 1遺構面 SE-06 平面図

暗灰色粘土層

黒灰色粘土層

X=
-141K159

」

1 灰 thJ色 砂 まじリシル ト層
2 暗灰樹色粘質土層
3 黄灰色砂質上層

E

0‐ⅢⅢⅢ‐
'‐

i・      l rn

第48図  I区 第 1遺構面 SE-14
平面図及び土層断面図

代
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］勒

第49図

団
］
　
謎
６Ｍ
瑚
＝
＝
ゝ

６４第

υ            lm

I区 第 1遺構面 SE-15
平面図及び土層断面図

9      ‐‐i'・・:         ?m
区 第 1遺構面 SE-07 平面図及び土層断面図

1 暗問こンルト層(軟 質、整地層)

2 青灰色粘質シル ト層
3 暗灰色砂混 リンル ト層
4 〕キ灰色砂混 リシル ト層
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1 暗灰色砂質土層

2 暗灰褐色砂層

(灰色 シル トを含む)

０
召

▼
＝
ヨ

ー

＝
ｘ

第50図
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i区 第 1遺構面 SE-13
平面図及び土層断面図

l 暗縄色粘質土層

(整地層、炭 を合む)

2 口音灰色粘土 (明灰

色 シル トがプロ ノ

クで合まれる)

3 黒灰色 シル トと灰

色砂混 リンル トの

混合層
4 明灰色 シル ト層

S
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鋤
�
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ド
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宦驀撮魯;暴弩惑盈鉢労ギ
をプロ ンクで含む)

5 暗灰色砂混 り粘質シルト層

2m

第51図  I区 第 1遺構面 SE-08 平面図及び土層断面図

L

1 暗褐色砂質土層

第52図 I区
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第53図 !区 第 1遺構面 SE-12
平面図及び土層断面図
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第54図  1-N区 第 1遺構面 SE-23 平面図
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第55図

SB-01

1区 第 1遺構面上層遣構

(SP 01～ 12)

暗灰tti色 粘質土層

灰茶色粘質土層

|

I一 N区 第 1遺構面

SP-01

9                   ?m

SE-23.24.25.26 平顧耳[劉

SP-03

1 明灰thl色 ンルト層

SP-06

1 暗灰鶴色格質土層

2 灰茶色粘質土層

I区 第 1遺構面上層遺構

2 灰 tB・色 シル ト懸   1 暗灰褐色粘質土層

2 灰茶色粘質土層

1 灰棚色 シル ト層 1 黄灰褐色砂質土層

2 黄灰色砂質土層

SP-08

1 明灰偶色粘質土層

2 黄灰色粘質土層

SP-12

SP-07

SP-11

(灰褐色粘質上 をプロ ノクで合む)   2 灰褐色 シル ト層

青灰褐色格質土層

9                   2m

SB-10 ピッ ト土層断面図

ユ

2

SP-02

SP-05

SP-09 SP-10

書灰色粘質土層

第56図
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SB-02

1区 第 1遺構面上層遺構

(SP■ 3～ 20)

SP-16

SP-13 SP-14 SP-15

l 黄灰色砂質土層 黄灰掲色砂質土層

黄灰色砂質土層

SP-20SP-18 SP-19

1 灰褐色粘質土層

2 暗灰色粘質土層

1 灰褐色粘質土層

2 暗灰色粘質土層

ユ 黄灰掲色砂質土層  1 暗褐色粘質土層

2 黄灰色砂質土層   2 灰褐色粘質シルト層

SP-30               sP-31

1 明tF・色 シルト層

2 灰掘色シルト層

SP-34

1 明揺色 シル ト層

2 灰褐色 シル ト層

SP-28

1 明褐色 シル ト層

2 灰褐色 シル ト層

SP-26

明灰褐色粘質土層

黄灰色粘質土層1 明灰441色 粘質土層

(炭 を多く含む)

2 黄灰色粘質土層

第57図  I区 第 1遺構面上層遺構

1 灰褐色粘質土層

2 暗灰色粘質土層

SP-17

1 灰褐色粘質土層

2 暗灰色粘質土層

SB-03

1区 第 1遺構面上層遺構

(SP 29～ 31、 33、 34)

SP-33

1 明弼色 シル ト層

2 灰掲色 シル ト層

SB-04

1区第第 1遺構面上層遺構

(SP 26～ 28)

SP-29

明掲色 シル ト届

灰褐色 ンル ト層

SP-27

m

SB-02.03ピッ ト土層断面図

1 明灰thl色 粘質土層
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第58図  1区 第 3遺構面 SN-03 SI-03 出土状況図
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第59図  I区 第 4遺構面



I区 第 3遺構面 SR-02 平面図
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I区 第 4遺構面 SK-28 平面図

LI

第64図  1区 第 4遺構面 SK-24
平面図及び土層断面図

|

第65図  I区 第 5遺構面 SR-09
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第66図  1区 第 5遺構面 SR-11 平面図
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J区の遺構

|

1 鴻灰色砂混 リンル ト層

π
司議斎露露TW・

P4-44m  2m

第67図  」―S区 第 2遺構面 SR-40
平面図及び土層断面図

l    m

」一N区上層遺構 SD-01 平面図第68図

1吉

イ

|

SD-41 3 SD-42  TP+46m

一

,N

SD-39～ 42 平面図及び上層断面図
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灰黄掘色 シル ト質細砂

灰色砂質 シル ト層

にない黄褐色締砂

黒撮色砂質 シル ト層

SD-39

SD-01

第69図  」―S区 第 1遺構面
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第70図  J― S区 第 1遺構面上層遺構 SP-620 SP-623 SP-624 平面図

2m

第71図  J― S区 第 1遺構面 SN-08.09平 面図及び土層断面図

SP-623

1 暗オリープ灰色砂質 シル ト層 4 暗青色粘質砂層
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第72図  J― S区 第 4遺構面 SN-18 平面図及び土層断面図
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第73図  」―S区 第 4遺構面 SN-21.22 平面図

出土土器 SE-21

」区出土土器
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G区出土土器
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第75図  G区  出土土器 (1)
SI-02(14).Sl-17

6

(1～ 7,11)。 SD-16(8～ 10).SM-04(12,13)
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第76図  G区  出土土器 (2)
SR-01(17～ 24).SR-02(25).SR-03(26).SR-04(27)
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H区 出土土器 (2)
SI-16(41～ 46).SN-04
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第78図
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第79図  H区  出土土器 (3)
SI-16(SR-08)(51～ 65)
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第83図  I区  出土土器 (3)
SR-08(101,102,104～ 108)
SP(110～ 115,107).SI-04
SE-02(118,122).SE-05



第34図  I区 出土土器 (4)
SR-02(127～ 138)
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第85図 木製扉構造図
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H区 出土木製品 (2)
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E-01(151～ 154)
E-34(155)
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第91図  H 3R-08(157)出土木製品



図２

ヽ
　
　
ｎ^
】
）

ヽヽ、
第

0                                     30cm

H一 N区 出土木製品
SE-34(158)

-69-



漱 W

第93図  H一 N区 出土木製品
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